On the Famous Animals of Kochi Prefecture by 蒲原,稔治
高　　知
” ¶ ● ●
県　６
蒲
???
著　=名
　　　原　　　．稔
(高知大学文理学部生物学教室)
治
動大物
On the Famous Animals of Kochi Prefecture
　　　　　　　　　　　　　　　Toshiji　Kamohara
{.Biological Laboratoび，Ｆα?ぴθ/£ilgダαlgダe and Science, Kochiひliversity)
　どこの県にも天然記念物に指定せられた動物がいくつかあるので，著名な動物といえば，先ずそ
れを挙げればよいはずである．
　天然記念物というのは，動物にだけに就いて述べると,･日本特有の動物で著明なもの及びその棲
息地，特有ではないか著明なものとしてその保存を必要とするもの，及びその棲息地，自然環境に
於ける特有の動物，又は動物群聚，日本に特有な畜養動物，家畜以外の動物で海外より日本に移殖
され.現時野生状態にある著名なもの，及びその棲息地，特に貴重な動物の標本となっていて，そ
れらのうち世界的に，又は国家的に特に価値の高いものは特別天然記念物とせられている．
　土佐の動物の天然記念物は次の十件である．件というのは一種ではなくて，一地域に棲む動物全
体を指したり，棲息地を指すこともあるからである．すなわち，カモシカ，トザイヌ（日本犬）j
オナガ｀ドリ（尾長鶏），トウテンコウ（東天紅鶏），ミノヒキヂャ･ボ（蓑引腰鶏），ウズラチャボ
　（鸚瑶鶏）j　シャモ（軍鶏），ジトリ（地鶏）√｛カドアゲハ，竜河洞内洞窟動物であって，カモシ
カ，オナガドリ及びミカドアゲハは特別天然記念物に指定され七いるj
　以上の外にも著明なものが沢山あるので，それらに就いて高等動物から下等のものへ順を追うて
簡単に記してみよう．なお，ここに挙げなかうた種類でかなり著明なものもあることと思うが，御
叱正下さるならば何かの機会に取捨選択して完全なものにしたいと考えている．
１．サ　ル　Ｍａｃａｃａｆｕｓｃａtａｆｕｓ　ｃａtａ（ＢＬＹＴＨ）
　－　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶
　　脊椎動物門，哺乳綱，霊長目，･サル科
　日本猿は白木特有の種であって，青森から九州にわたって分布する．大分県高崎山（大分市で別
府市との間の628米の山），宮崎県幸島の野生の大群は有名であり，香川県小豆島にもニケ所程あ
乱土佐でも幡多群大月町人当山，土佐清水市窪津山には大きい群が見られるようである．
　毎年12月中，下旬に交尾し，約９ヶ月で１仔を産む．愛翫用として，また実験用動物として重要
なものである．
　高崎山のサルの群聚に就いて昭和28年京都大学の宮地伝三郎博士等の調査によると，団体の中心
部に６頭のボスがいて全休を監視する多頭政治である．周囲では生後４年以上の若者組25-30匹が
外敵に対して防衛の第１線に立っている．そしてそれとボス組との間にはボ･ス見習組，アカンず
組，生後２年までのコドモ組，生後４年までのムスメ組，少年組が夫々集団をつくっている．全体
250匹のこの群が移動する際には，円を直線にした形で,．内円j
.･
すなわち，ボス組を真中にし，前
衛と後衛に若者とボス見習が列んでいる．　　　　　　　　　゛１
２．ヤマネ　Gliｒｕlｕｓｉａｐｏｎｉｃｕｓ（ＳＣＨＩＮＺ）
　　　●　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J同上，智歯目，ヤマネ科　　　　　　　　　　　　　　　，
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　ネズミやリスの類であって，高地，高山に限って棲息しｔいる．日本の特産種で，北は青森県か
ら南は宮崎県まで，本州，四国，九州にわたって広く分布していて，冬には体を丸めて冬眠する習
性かある．頭胴の長さ７糎位の小形の動物で，世界的珍獣とされている．
　昼は樹洞や草むらの巣の中に眠っていて，夜にだけ活動する．巣は地上一米位の溜木の上に草や
木の葉やコケを集めて球形につくる／また冬を越すための巣は別に樹洞や小鳥の人工巣箱内につく
る．ヤマネの尾を捕えると，ふさふさした尾の毛皮が尾骨を残して，すっぽりとれることがある．
日本産のもう一つの冬眠,する薔歯類である北海道のjシマリス（Ｅｔｈtｔｐ：／/ｗww.）でもちょうどトカゲの
尾のようにちぎれる現象のあ名ことも面白い．
　冬眠は11月中旬から４，５月頃まで続く．ボールのように丸くなっていて，冬眠中は呼吸も血行
も殆ど休止状態に近い．食物は植物の果実や種子であるが，冬眠に入る前には脂肪を多く必要とす
るので，昆虫類も捕食する．飼育するにはサツマイモ，大根等が好物で，麦やセンベイも食べるの
で容易である．お産は年２，３回，多分４月下旬，６月下旬，８月下旬位と想像され，１腹の仔は
３－７匹である．
３．イ　ヌ（４ホンイヌ）Ｃａｎｉｓ　ｆａｍｉｌｉｄｒiｓｖａｒ･ｊａｐｏｎｉｃｕｓTemminck　　　　　　ヅ
　　同上，食肉目，イヌ科
　土佐犬は秋田犬等と同にように日本犬で，日本在来の変種である．耳は立ち，性質は肩駄で．し
かも主人には絶対的に従順である．近年純粋の_ものが次第に減ってゆくので昭和12年６月15日に天
然記念物に指定せられて保設せられているL
　闘犬は土佐犬ではないのに，よくこれと間扁えられる．これは喧嘩をさすために，大きくて，し
かも勇敢な外国種，すなわち，マスチーフ，セントバーナード，グレートデン等を混血して，改良
を加えた雑種である．闘犬は約↓00年前に始まり，安政の頃と慶応２年に禁じられたの牽板垣退助
により明治22年に県令を以って許可されたものである．体が大きくて多額の費用を要するので，戦
争中その数を減じたが，戦後復活して現在では!00頭を数える程であり，毎年章手権大会が開かれ
てい.る．
４．カモシカ　Ｃａｐｒｉｃｏｒniｓｃｒlｓpｕｓ（丁emminck)
　　同上，偶蹄目，ウシ科
　恰好は山羊に似ているが，牛の類で’ある．体長は1.3米位で,･角は黒くて後方に向い，鋭く尖っ
ていて，基部に隆起した輪がＬ　４個ある／日本の特産で，高山の常緑針葉樹帯から草本帯の間に
棲む野生動物で，四国では徳島と高知の県境付近に見られ，昭和９年５月１日特別天然記念物に指
定せられたものである．ところが戦争中･の密猟と，森林の伐採のため大いに減少したようである．
カモシカはクモや鳥類のある種のよう.に，生殖時に雄が雌め前でラブダンスをやるので有名であ
る．
５．ウ　シ　Ｂｏｓはｕｒｕs ｖａｘ.　ｄｏ･．!ｃｓ!icｕｓ　ＧｍＥLIN
　　同上，ウシ科
　安芸牛は高知県東部の海岸地帯叫豺く飼育されていて，県下の牛の総数24,000頭の半数以上を占
めている．これは朝鮮牛にシンメンタール種を交配した雑種で，長所としては早熟で，肉質もよ
く，作業能力も高い点である．年々関東以北へ3,000頭も移出されている．
６．ウ　マ　Ｅｑｕｕｓ caballｕｓvar.ｏｒｉｅｎtaliｓNOACK
　　同上，奇蹄日，ウマ科
　幡多馬は幡多方面に多く飼育されている．従来の土佐馬は，急阪の往来には優れた能力があった
　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　■　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　7●I
　　　　　　　　　　　高…匁L.県し昨.著し名.」助物…………（蒲原卜　　　　　　&･
乱,娠が小乱ヽめ壇，外来めハ･グｆ－やソルヤシ種等と交配した結果，馬格もよくなり，今白では
農蔚産業馬として重要なものになうヽでロ右．　　　　　　　　Ｊ
r. m
　　同上，鯨目
　鯨には歯をもづ歯鯨類（ヴヅ＝jヴグジラ博jと歯がなくでそめ｀代引どヒゲをもつ蜘鯨類（イワシ
クジラノナガズクジジ等）･がある．今日’土佐では年に2j頭旛大敵等にかかっ･た小ざいイワシクジ
ラが揚げられる程度であるが，昔は珊瑚，鰹と共に土佐の三大水産動物とせられていたものであ
る．シロナガスクジラＢａｌａｃｊｉｏｐtｅｒａｉｎｕｓｃｕlｕｓ(LmrヽJOは体長30米に達するもので，今日世界
中に棲む動物中最大のものであり，これが汐吹きながら悠々と游いでいた当時は実に壮観であった
ことと想像せられる．
　天正19年に国主長曽我部元親が大高坂城から浦戸に築城して移って間もない頃，１頭の鯨が浦戸
湾内にはいって来たので．入城早々大魚（当時は魚と考えて’いた）が来るのは芽出度いというの
で，漁師に命じて鈷をうちかけ，巣山のあたりで捕獲したのが土佐捕鯨の初で，十数米のものであ
ったと云われている．元親はこれを漕船数十隻で大阪の川口にひいていって，翌日人夫700名を使
って大阪城内の豊臣秀吉に献上して，さしも豪胆な秀吉のどぎもをぬいたと伝えられている．
　山内時代になっては鯨方をおいて取締り，専ら網取を行った．ところが明治39年(1906)にレル
ウェー式を採用し（白本にこれをとり入れためは明治32年），発動機船で追いまわし，捕鯨砲でと
るようになづたので，大正６年(191'7)頃までは年々50万円の漁獲高を示す程であった．当時は藤
村，土佐，大東の三大捕鯨会社が軒を並べ，なかなか盛であった．が鯨は姫娠期間が人間よりも少
し長く大体１ヶ年であり，しかも１［回］に１仔だけしか産まな賤ので，濫獲すれば減少するのは当然
であづで，今ではただヨサコイ節に残るだけであることは遺憾にたえない．
８．オナガドリ　Callｕｓ gallｕｓｄｏｍｅｓticｕｓBrisson
　　脊椎動物‥鴎綱，鸚鶏目，キジ科　　　　　　　　　　　　ｌ
　長尾鶏と書いたものがあるが，昭和22年以来オナガドリと改められている．サザナミとも呼ばれ
るもので，尾羽の中10位が第１年以後は抜け換らずに年々生長彦続けるのが特徴である．蓋羽（尾
の前にある毛）も著しく長い，尾羽は満１年で75糎，２年で180糎／３年で300糎，なお長くなるも
めは４年以後も伺じ位の割合で伸びてゆき，最長の記録は８米七云われる．初めて海外に輸出され
たのは明治５年ｔi大正12年３月７日に特別天然記念物に指定Jされた．
　体色は褐色，白色，白藤（全体が黒ぐて頭と頚が白く，鞍部め毛も白い）であうて，最も貴ばれ
るのは白，次は白藤である．何時頃から，どうしてとれが作られたかは明らかでないか，明暦年間
　G655－57）.将軍家綱め時代に大篠村字篠原の武市利右衛門によると伝えられている．そして村史
には野鶏から現われたもので，東天紅鶏と野鶏との雑交からだ,と記されていて，今日の多くの学者
も地鶏と東天紅鶏の交配から突然変異で現われたものと考えている．元来日本には蓑引や東天紅の
ように毛の長い品種か多いので，その中のどれかに換羽の起らないような突然変異が起ったのでは
あるまいか．鳴声も東天紅に似ているのはこの品種と近縁のものと思われる．
　飼育には長方形の木箱の中に入れる．毎日運動させなくてならないが，運動が過ぎると箱比入れ
た時騒ぐおそれがある．普通2, 30分間であって，この間は人か尾を持ちあげて，すり切れないよ
うにする．餌は普通玄米と菜や貝殻を与えるだけであって，動物質のものは余り与えないし，しば
しば木炭をまぜて糞のしまりをつける．一般に３，４月の頃に飼育し初め’るが，雛が弱くて育雛に
骨が折れる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
9，トウテッコウ（車夫紅鶏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
　　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.1ブ　　　　▽
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　香美郡方面に多いもφで，京都，関東一地方で広く飼われている大和鶏（一名正告）から淘汰せら
れたものらしい.’体色は普通は褐色であって，黒味勝のものもある.’脚が高くて，その色が淡青で
あるのが特徴であり，蓑羽はゆづたりと垂れ，尾羽が豊富で地をひくものがよ･く．その長さは･1米
に達するものがある．昭和11年９月３日に天然記念物に指定せられた．　　　　　　　　　　に
の鳥は歌い方が生命であって，抑揚をつけて歌い, 15-18秒も続けるもので，23秒も続けたも
のもある．雨天の日よりも晴天の日に，午後よりも午前中によく嗚く．生後２，３年のものが一番
よい鳴声をもっていて，10年位は生きる.
10. .ミノヒキチャボ（蓑引倭鶏）
　　同上．
　形は東天紅鶏に似ていて;　これよりも小さい．小型の地鶏と体格，骨駱，体色等が似ているめ
で，それに由来するものであろうと考え･られる．尾羽が長くて地をひき，頚羽と鞍羽の蓑羽は豊か
で長く，時には１米に達するものかおるｿﾞ色は普通黒褐色で，耳菜は白い．順は短かくて太く，体
は梢々長くて脚は短かい．昭和12年６月15日に天然記念物に指定せられた.
11.ウズラチャボ（朝瑶鶏）
　　同上．
　小さくて一見朝に似て･いて，一升桝に一番はいる程度のものを標準とする．尾骨が発達せず，従
って尾羽のないのものもある．色は褐色，白色，黒色，白藤（体は白黒混交で，頚の蓑羽が白い），
三色（桜碁石ともいい，黒，褐.白の三色）かおる．採種は生後３，４年に行われ，最適の季節は
春と秋である．雛が弱くて飼育が困難であり，普通には７，８年は生きる．
　この品種の起りに就いても文献がなく，口碑によると，大阪夏ノ陣の落武者大野修理助一統が高
岡郡，幡多郡の山間地方に逃げて来た時に，褐色のこれに似た鳥を持って来て，それが次第に南方
に移り，今から170年位前に吾川郡神谷村で:改良せられたと云われる．昭和12年６月15日に天然記
念物に指定せられた.
12.シャモ（軍鶏）
　　同上．
　シャムのある種が原種と云われi徳川時代の初期に日本で喧嘩に適した体型に改良されたもので
ある．今日では日本の各地で飼育せられていて，観賞用とし，また肉質も良いので喜ばれる．他の
品種との雑種は肉が特別によいので「シャモ落し」といって，地方によってはこれが飼われてい
る．昭和16年８月１日に天然記念物に指定せられた．
　土佐中シャモは普通のシャモと小シャモとの中間型で，大きさも亦中間大である．今日ではこれ
は極めて稀にしか飼われていない.
13.ジ　ト　リ（地鶏）
　　伺上．
　土佐地鶏は日本固有の小形の地鶏の一つであって，土佐にだけ見られる．体は正告型のものと，
蓋引倭鶏型のものとあり，色は褐色のものが最も多く，その他に包黒，碁石，桜碁石（白，黒，
褐の三色）等かおる．昭和16年１月27日に天然記念物に指定された.
14.ヤイロチョウ　Pi£はｎｙｍｐｈａ尻声>ipha TEMMINCK & SCHLEGEL
　　同上，燕雀目，ヤイロチョウ科
　熱帯産の目のさめるような美しい鳥で，ツバメと前後して日本の南部に渡来し，また，これと前
後して南に帰へる．シロペン，クロペンと嗚くもので，山間の谷の岩の上等に巣をつくる．土佐で
　　　　　　　　　　　　高　知　県　の　著　名　動一物　　　　　（蒲原）　　　　　　　　　５
は国有林の喬水中に棲息していて，昭和12年６月-4日に故伊藤和貴氏により･，幡多郡山奈村大物川
の流域でヤマザクラの根元から６米位の高い所に巣をつくり，６個の卵を抱卵中のものが発見され
た．九州や，和歌山県南端部でも営巣するらしいと云われている．親鳥の食物はヤマタニシ，マイI
マイ（カタツムリ）類等である.
15.オオミズナギドリ　Ｐｕjfinｕｓ leｕｃｏｍｅｌａｓ(Temminck) ･
　，同上，管鼻目，ミズナギ’ドリ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･
　ﾀ7モメに似でいるが，体は大きくて，嘴か細く，その先端が鈎のように曲っている．食物は主に
魚類で,’その他は各種め軟体動物（特にイカ類），水母等である．・この鳥の多い処には魚が多いの
で漁業上重要なものとせられている．日本全土の海上に広く分布するのに，その蕃殖地は数ケ所し
かなく，幡多郡の柏島と沖ノ島の間にある蒲葵島という無人島がその一つである．
　どの島以外では北海道松前の大島，岩手県釜石近くの三貫島，京都府若狭湾の冠島，島根県隠岐
郡島北端の沖の島，同西島の北端の･星神島である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　蒲葵島では東面の急傾斜地のオニヒゲスゲの繁茂した場所に｀，土中に直径25糎，奥行１～２米の
穴を地表に並行して掘っている．６月下旬から７月初句その奥の枯草等を敷いた処に産卵し，８月
中旬頃に孵化する．そして11月中旬頃に親鳥が先ず島を去り，雛は11月下旬頃離島して独立する．
在島期間中でも産卵，抱卵の時間以外は夜間にのみ夫婦で巣の中におり，.昼間はその付近の海上を
飛びまわっている.
16.オオウナギ　Ａｎｇｕilla川ａｒｊ･ｉrｏｒａtａQUOY & GAIMARD
　　同上，魚網，無足目，ウナギ科
　胴まわり･に比べて体長が割合に短い．それでも２米に連するものかおる．胸鰭が非常に小さいの
で一寸耳のように見える．普通のウナギとの相違点はウナギでは脊椎骨数が111～119であるのに.，・
これでは99～107である．またウナギは日本付近に棲むものであるが，太鰻は熱帯性のもので，印
度方面が中心地であって，濠州やアフリカにも分布している．産卵場は何処か太平洋の深海であろ
うと想像されているだけで，ウナギの産卵場と共に全く五里霧中である．
　大鰻は大体紀州が北限であって，天然記念物に指定されている伊豆の伊東の浄ノ池のものは温泉
地帯であって特別である．川の下流の深い淵の穴の中に身をひそめていて.稀に漁獲されることか
あるが，脂肪が多いため不味である．和歌山県富田川，徳島県母川，長崎県樺島村水ノ浦郷には多
く棲んでいるので，何れも天然記念物となっている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
17.トサキン（土佐金魚）Ｃａｒａｓｓiｕｓ ｃａｒａｓｓiｕｓ(Linne)
犬　同上，真内顎目，コイ科　－
　金魚の原産地は中共であって，野生のフナから人為淘汰でつJくり出された品種である．中共では，
すでに晋時代（今から約1500年前）に金魚の記事があり，これを飼育し初めたのはその後の宋時代
　　　　　　　Φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|■　　　　　　■　 　　　　　　　・であると伝えられている．日本へは約460年前の文亀２年(1502)の頃に明から今日の大阪府の堺
に移されたという記録かおる．その後盛に淘汰を行い，日本独特の優良品種が沢山つくり出された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　●　　　　　　　　　１　１　　　　　　～　　　　　　　　ｆ　　●●ようである.･京都大学の松井桂一博士によると地錦，鉄尾長，和唐内，秋錦等が日本でつくられた
｀’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　．　　ｊ　４　　　　　　　　　　　　　４　１　●●　　-●
も･のである.
　･土佐金は高知市付近で飼育せられている１品種であって，体は大きく琉金の.ように多少丸型で，
体色は赤か，赤白の斑が多い．尾鰭が両側に著しく展開して，その外縁の先端が前方に拡がり，下
方に反転していて，頗る特殊な高級の品種である．このものの由来に就いては古い文献中にもない
が，高知市で約200年前に山内の家臣によって琉金，ランチュ÷等の交雑によってつくられたよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　｀　w･　　　　　　　　　　÷●　　　　　●aである．これを飼育するには水を浅くして，水温を上層と下層との差のないようにし,一余り游泳せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●l　　　i･~〃.
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しめないようにする･.
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18.かツオ　Ｋａtｓｕｖむｏｎｕｓ夕ｅｌａｍｉｓ（ＬＩＮＮＯ
　　　同上，スズ手形目，サバ亜目，カツオ科
　土佐の鰹漁業は約300年前に初まったもので， その頃には和船iで小規模であった．近年は発動船
で漁場も大いに拡がっているので，市内で年中見ることが出来る．鰹は熱帯性の魚であるから南洋
方面では何時でも游ぎまわっており，その一部が黒汐にのって，春から秋にかけ七暖流にのってF1
本の太平洋岸を北上し，北海道の近くまで達する．それで土佐沖を通るのは春と秋の２回で，春は
北上の途中で海岸近くの上層を，秋は南下の時で遠く沖合の中層を游ぐものである．
　鰹節は土佐節といって，鯨，珊瑚と共に土佐の三大水産勁物の一つであったし，土佐武士，ヨサ
コイ節と共に三ブシの一つでも為った．鯨と珊瑚の漁業の衰えた今日でも，まだなかなかその名声
をはくしている.
19.タイヴンキンギョ　Ｍａｃｒｏｐｏｄｕｓｏ夕ｅｒｃｕlaｒiｓ(Linne)
　　同上，迷器目，トウギョ科
　闘魚科め魚は種類が沢山あり，何れも琉球から中共‥弓来方面に分布するもので，土佐ではその
中の一種台湾金魚（極楽魚ともいい，方言フジンギョ）が土佐市高岡町付近にだけ見られる．それ
は明治30年頃高岡の某氏が支那から持ち帰って，池で飼育したものが野生になったものである．一
見フナに似ているが，分類学上からはこれとは大分縁の遠いものである．
　この魚は雄同志が，それこそ色を変えて喧嘩をするので有名で，馬来方面では土佐でのシャモや
闘犬のように喧嘩をさせて，賭博をやるそうである．それにはBettaという種類が主に用いられ
る．私は二十幾年前高岡町から数尾持ち帰うて研究室で数年間飼育したことかおる．この魚が強い
農薬のためか，近年全く見られなぐなうだことは惜しいことである．
　喧嘩は特に産卵期に猛烈である．雄が出会うと鰐蓋を開き，その長い鰭を拡げ，胸鰭をゆり勁か
しつつ互に狙い合って静かに近付き，機を見て素早く相手におそいかかる．その怒った時には体側
にある赤や青の横縞が特に鮮明になる／こうして襲撃を幾度かくりかえす中に，互に口で咬み合
い，遂には一方を殺してしまうこどさえある．水槽に雄を１尾だけ入れても横に鏡を立てておく
と，それに映った自分の姿を見て，づつぎかかる程の喧嘩好きである．
　産卵のためには泡の浮巣をつくるのも面=白い．産卵期になると雄が水面べ出1てきて空気を吸いこ
み，下に沈んで行き, 1, 2分の後に口を開いてプッと上へ噴く．その空気の球はロの中の粘液に
おおわれて風船球のようになって水面に浮ぶ．これを幾回もくり返しているうちに，３日位だつと
水泡の塊になる．浮草等があるとそれを核として作り，中央が高くて鰻頭を浮.べたような形をして
いる．これが出来上ると，雄ぼ雌をぞの下に誘って来て自分はその下におり，雌の産卵を待ち，
鰭で卵を受けて受精し，周囲へ粘液を付けて，口にくわえて巣の下方へひっつける．卵の総数は
100個以上であることが多い．　　　　．
　産卵が終ると，雄はその雌をはじめ他の一・切のものを巣に寄せつけない．相手が逃げなければど
こまでもおそいかかり，逃げ右まで戦う. 2, 3日で孵化してからも，仔魚はなお数日間は巣に什
着していて，もし巣から離れる仔魚があると雄はすぐロでくわえて巣に吹き付けてやる．こうして
仔魚が自分でよく泳げるようになると，雄は巣をこわしてしまう．水槽で飼う場合叱は雄が巣をこ
わしだした頃から親仔を別に分け七やらないと仔魚を片端から食ってしまうご
　こめ魚は泡を噴く癖があるので庖め有無七その居所がわかる．もちろん巣があればか
名ので，産卵期には尭見ｶ端易である．また喧嘩好きを利用して，捕った雄をオトリにして捕える
ことが出来る．
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20.ナメクヅウオ　Ｂｒａｎｃｈｉｏｓtｏｗia belcheｒi（ＧＲＡＹ）
　　原索動物門，薄心綱，両鋭目，ナメクジウォ科　　，
　原索動物は脊柱の基礎である脊索を＝-生侍つたままであるので，脊椎動物の先祖形として進化学
上重要な動物である．ナメクジウォ類は全世界の温帯から熱帯の海に分布し，約30種知られている
が，日本にはただ１種だけである．神奈川県三崎から南方に分布するもので，瀬戸内海や天草には
多い．
　体長はせいぜい６糎位で，頭部が不明瞭な扁平なものであるから，無頭類（頭索類）とも云われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　●　　　゛
る．海岸の砂底に棲み，性質が臆病であるから昼は頭だけ出して砂中にもぐっていて，ものに驚く
と全身を砂中に没する．干汐時に露出する堆地の砂を僅かに掘ると容易に捕えることが出来るが，
土佐では宇佐の魚市場の前や天皇洲に極めて稀に見られるだけである．夜は海面を泳ぎまわって食
　　　●　ｓ　　　　　　●　　●　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１
物をとり，体の後端を先にして泳いでいることもある．そして砂底に静止する時には体の１側を下
にして横臥する．産卵は５，６月の普通夕方に行われる．
　愛知県蒲郡市の湾内の大島の砂洲，広島県幸崎町の有竜島から大久野島に亘る砂浜は天然記念物
となっている.
21.ミサキギボシムシ　Ｂａｌａｎｏｅｌｏｓｓｕｓ miｓａｋｉｅｎｓiｓKUWANO
　　同上，腸認綱，ギボシムシ科
　体は吻，襟，胴の３部分から成7つていて，全身汚黄色である．天皇洲では到る処に小指大の紐状
の糞をもり上げているのですぐ分かる．が体が柔くて，豆腐のようであるから40糎もある体全体を
完全に掘り出すことはなかなか困難である．生きている時にはヨードホルムの臭がする．相模灘以
南の本邦沿岸各地に分布している．
　なお･天皇洲にはこれに近いワタッミギボシムシＢａｌａｊｉｏｇｌｏ,ｓｓｉtｓ ｃａｒｎｏｓｕｓ　（ＷＩＬＬＥＹ）も稀に
見られる．三崎及び南洋のパラオからも知られていて，発光する種類である.
22.ミドリシャミセンガイ（女冠者）Ｌｉｎｇｕla lingｕａ（ＳＯＬＡＮＤＥＲ）
　　擬軟体動物門，腕足綱，無穴目，リングラ科
　腕足類中のホオズキガイ類は種類が多く，沿岸付近からかなり深い所にまで棲んでいて，機船底
引網にもいろいろの種類のものがよくかかるか，シャミセンガンイ類は種類が少なくて，ミドリシャ゛
ミセッガイ以外のものは土佐からは知られていない．この腕足類は太古の遺物として動物学上貴重
な種類である．すなわち，古生代のシノレリア紀（今から約３億年以上前）に地球上に現われて今日
に伝わるものである．普通の二枚貝は軟体動物門に属するので,．これとは全然別のものであって．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　● ●･
二枚の貝殻は軟体を左右から被うているが，この類では肉体のよ下からかぶさっており，しかもそ
の貝殻に柄がついている．ミドリシャミセンガイはその殻は帯緑褐色で，長さ４糎，巾２糎，柄の
長さは６糎位である．本邦の各地から印度洋方面に亘って分布し，九州の有明海に多い．土佐では
宇佐の天皇洲及びその近くの洲で極めて稀に採集される.
23.ミカドアゲハ　Ｇｒaphiｕｍ ｄｏｓｏｎａｌｈｉｄｕｍWiLEMAN
　‘節足勁物門，昆虫綱，鱗拙目，アゲハチョウ科
? ?
　オガタ７ノキに産卵し･幼虫がその木で育゛ﾆ）ので･これのあlることがこの蝶の発生には必要条件
である．成虫は４月下旬から６月上旬に亘って，センダンやイボタの花を好んで集まるものであ
る．高知市の汐江山麓や，須崎市等で発見されている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･-　　・　　･●　　　　　　１
　最初明治F8年(1885) 5月20日に鹿児島で採集された南方型の蝶で，琉球，台湾，印度等に分布
　　　　　　ｉ　　　　　　・　　　　‾’　　　　　　　　　　・　-●　　　　　　　　　　　　　　■
する昨）である．それが奥佐に庫することは分布の北限今示ずわのであって，高知市天神町天満宮
場内，筆山町要法寺境内，秦野町の稗皐坤は叩和18年８月24日卜特別天然譚念郵哨定されZこ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
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　ところが，今日ではこの蝶は九州，四国，紀州南部の各地で多数採集せられ，竺重県でも,伊勢梓
宮内でしばしば見ることか出来るようである．こうして嘗てはアゲハチョウ科の最稀種であったこ
の南方型の帰化蝶もオガタマノギ，タイサンボク等の植物で育つことが判り，飼育も容易に行われ
ているjその生活史も殆どアオスジアゲハと変らないことが判明した．蛸態で,越冬し，４月から春
型が出現，７月に夏型が現われ，９月には第２回目の夏型が発生する．夏型は春型に比べて青緑紋
か小さくて濃いこと等も知られるに至っている.
24.オオグ｀ソクムシ　Ｈａthｙｎｏｍｕｓ ｄｏｄｅｒlei7･tｉOrtman
　　同上，等脚目．タイノエ科
　銚子沖から土佐沖にかけて分布し，200･米前後の深海に棲んでいるもので，冬の機船底引網に稀
にかかってくる.15糎にも達するもので，この類としては大きいので世界的に有名な種類である.
25.,タカアシガエ　Ｍａｃｒｏｃｈｅｉｊ･ａｋ ｅｍがｅｒｉＤＥＨ八八ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　同上，十脚目，短尾亜目，クモガエ科
　日本の特産種であって，東京湾から九州に亘って分布する．世界最大のカニで，はやくから標本
として世界の各国に輸出せられ，国も国民の体格も小さい日本のために大いに気を吐いているとは
痛快である.
　.土佐沖からは冬の機船底引網でかなり多く揚げられる．普通200～400米の深海に棲み，春暖くな
ると浅い場所に上ってくる．頭胸甲の長さは40糎，その巾は30糎位で大して大きくはないのに，脚
が非常に長くて，これを左右に延ばすと･3.3米にも達するものさえある．肉は美味懲ある.
26.オカヤドカリ　Ｃｏ・lobiｔａ ｃａ。i抑ｓStimpson
　　同上，十脚目，歪尾亜目，オカヤドカリ科
　普通のヤドカリ類が海岸の岩間で思い思いの貝殻をかぶって，水呼吸をしているのに反し，陸上
に棲み，空気呼吸が出来るようになっている2南洋の榔子の木に登るマッカンガエ（一名ヤシガエ）
の類である．オカヤドカリ類も熱帯性動物で小笠原，トカラ十島（鹿児島県）以南に多いもので，
それが土佐の柏島や，室戸岬に棲むことは土佐の南方に突き出た場所の生物がいかに熱帯性を帯び
ているかを物語るものであるご柏島では束北端の漉木の間の捨石の下にうずくまっている．木種に
近いナキヤドカリ(C. rug.・２ H. MilnEtEdwards)がトカラ，奄美には多いが，これは左
紺脚の掌節の外面に小穎粒を密布しているので区別される.
27.ヤマトトンクリウミグモ■ Ａｓｃｏｒhｙｎｃｈ.ｕｓJ吋）ｎｎｉｃ.ｕｓIVES
　　同上，皆脚綱，皆脚目，アンモテア科I
　ウミグキ類は日本に数程産するよ体は四部からなり，最前に吻，その後に３個に分れた体節（第
２－第４）‘がある．歩行肢は長くて４対あり，その最後のものの間には小さい突起が出ていて，そ
の先端に肛門があるので，この部分が腹部である．この類は他動物を捕食する力はないようで，恐
らく吻管でヒドロ虫類等の液汁を吸うものと見られている．本種は従来相模灘小田原沖から葉山沖
にかけての230～500米の深海から知られているが，土佐沖でも冬の機船底引網に稀にかゝつてく
･るﾄ本種以外の他の種類は見ないようである.
●　・　　　●　　●　●28.トリノアシ　Ｍｅtａｃｒinｕｓ ｒｏはｎｄａｓCarpenter
　　鯨皮動物門，海百合綱，新海百合目，ペンタメトロクリヌス科
　相模灘から土佐沖にかけてめ140～500米の深さの海底に棲んでいて，体形は植物のユりにも，鶏
の足にも似ている．多くは長い茎で立９ていて，その先端に花状休を着けている．･茎ほ丸味を帯び
た五角柱で長さは50糎，11～12節毎に関節をなしていて，そこに５条の巻枝が輪生している．往時
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の体色は薄桃色を帯びている．・　　　　　　　　　　　　　　･ﾀﾞ
　海百合類は古生代に大いに栄え，ずっと存続して現代に至ったもので，今日では衰退し，種類も
大して多くない.･土佐では冬の機船底引網でとれたことがある.
29.オオムガイ　l＞iaｕtilｕｓ ｐｏｍｐｉｌｉｕｓＬＩＮＮが
　　軟体動物門，頭足綱，オオムガイ目，オオムガイ科・
　この目は四郎目とも云われ，鯛を２対持っている．これに対して普通のタコ，イカ類は二郎目で
郎が１対しかない．四郎類は現存種はオオムガイ類の４種のみであるが，化石としては古生代の地
層から多数のものが出る．すなわち，古い時代に隆盛を極めた古型頭足類であって，生物学上重要
な種類に属する．オオムガイの主産地はポリネシア方面であっ七，広く印度洋，太平洋の暖海に分
布し，夜間には群をして海面に浮ぶ習性かおる．日本の南部の沿岸でも稀に採集せられるもので，
土佐でもとれたことがある．アンモナイト（菊石）は日本の中世代の地層から普通に発見される化
石である.
30.カイダコ　ＡｒｇｏｎａｕtａａｒｇｏLiNNE
　　同上，八腕目，カイダコ科
　温帯，熱帯の海洋に多いもので，遠く北海道付近でも漁獲されることかあるが，土佐沖では稀で
ある．本種は雌は貝殻（アオイガイと呼ばれる）の中に体を収容するのに．雄は体が小さくて貝殻
がない．雌の貝殻は純白色で，甚だ薄くて大きく，長さが15糎に達する．これは貝類のものとはそ
の成因を異にし，貝類の貝殻は外套膜の分泌によって作られ，この類のものは第１腕から分泌して
作られたものである．雄の左側の第３腕は糸状に延び，交尾の用をする．すなわち，吸盤で精虫亘
を吸着し，雌の体内に入れ，自割して精虫嚢と共に腕の先端部を外套腔内に残すので有名である．
　フネダコ　ＡｒｅｏｎａｕtａｈｉａｎｓＳＯＬＡＮＤＥＲも同様の習性をもつもので，雌の貝殻をタコブネと
いう．タコブネは土佐沖でも冬の機船底引網でしばしば揚げられる.
31.メンダコー･ＯｐｉｓtｈｏｔｅｉｔｔhiｓｄｅｐｒｅａｓaIjIMA& IKEDA
　　同上，ヒゲダコ科
　普通のタコを板の上にでも這わしておいて，上から重しをかけたような形をしている.’腕は短
く，体は円形で，その直径は25糎位である．日本の中部以南の200米よりも深い深海から知られて
いて，形及び構造上に特異の点が多いので世界的に有名な動物でなある．土佐では冬の機船底引網で
極めて稀にとれる.
32.オキナエビス（翁戎）類
　　同上，腹足綱，原始腹足目，オキナエビス科
　この類は深海産で，採集の困難なこと，稀であること，美しいこと，太古の遺物であること七非
常に値段が高いので長者貝とも云われる．化石の証明するところによると，すでに古生代（２～５
億年前）に地球上に現われ，中世代（１～２億年前）に一番よく栄えている．そして今日までに
1100余程の化石が報告されていて，絶滅種と考えられていたものである．ところが安政元年(1856)
に仏領西印度の深海から生きた１種が知られ，この類の現存していることが明らかになって以来，
今日までに世界中で８種の現存種が発見されたのである．その中５種は日本からも，更にその中の
４種までが土佐からも採集されている．その学名及び産地は次の通りである．，
　1，Ｐｅｒｏtｒｏｃｈｕｓａｆｒｉｃａｎａ(Tomlin), 1948　アフリカ
・　2，ｐ.　tｅｒａｉｎａｃｈｉｉKURODA,1955 (テラマチオキナエビ不）土佐
　3. P.ｑｕｏｙajia(Fischer & Bernardii), 1856　西印度I，メキシコ，ユカタン，小アンチ
　　ル群島
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　４． ？．（Ｍｉｋａｄｏtｒｏｃｈｕｓ）わりｒichi(Hilgendorf), 18.77 (オキナ土ビス）相模灘，房州
. 5. P. (M.)ｓａｈｎｉａｎａ(Rolle)に1899. (コシダカオキナエビス）相模灘，土佐
　6. P. (M.)hiｒａｓei(Pilsbry), 1903･（ベニオキナエビス）土佐，紀伊に九州五島
　7.Ｋｎtｅｍｎｏtｒｏｃｈｕｓａｄａｎｓｏｎｉｃｍｕｓ(Crosse& Fischer), 1861　西印度，小アンチル群島
　.8.Ｅ. 　ｒｕmp〉hii(Schepman), 1879 (リュウグウオキナエビス）モルッカ，土佐，台湾
　日本で始めて採集せられたのはオキナエビスで，明治10年(1877)相模灘からである．コシダカ
オキナエビスは明治32年(1899)に相模灘からあ力句，土佐では明治の末期から大正の初期にかけ
て珊瑚網にかかり，ペニオキナエビスは大正７年頃から初まった機船底引網で揚げられている．こ
の漁業の行われていない頃にばベニが少な’かったので高価であったが，今日ではこれが多いのに反
し，コシダカは珊瑚漁業の衰亡のためどれなくなったので極めて高価に売買されている．昭和11年
に京都の寺町昭文氏によって機船底引網の漁獲物の中から御畳瀬で採集せられたリュウグウオキナ
エビス（明治12年に南洋の･モルッカ付近から知られていたもの），同じく昭和20年採集のテラマチ
オキナエビスは極めて珍品である.
33.陸産貝類
　　軟体動物，腹足綱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　貝類中の陸産のもので，二大別して櫛肘類と有肺類とする．前者はアズキガイ，ヤマタニシ等の
類で，ヘタを持ち，蛇は退化して蛇室が肺の作用をする．後者にはマイマイ（カタツムリ）類やキ
セルガイ類がはいり，ヘタがなくｉ立派な肺で空気呼吸か出来るようになっている．到る処の山野
に棲み，キセルガイ類は雑木林や，朽木の中にいるものが多い.
　,陸産貝は一般に石灰岩地方に多く，花団岩地帯には少ない．また乾地よりは湿地に，寒地よりも
暖地に多い．日本では太平洋岸に，四国では特に土佐に多く見られる．私か陸産貝に興味をもち初
めたのは陛下からの御依頼によ.つて，昭和３年に高岡郡不入山のものを約20種集めて献上した時か
らである．今では土佐のものだけでも70種も採集していて，恐らく土佐には100種近くもいるもの
と考えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　この類は冬眠も夏眠もするので，その時期には岩の下なんかに集っているので採集に都合がよ
い．外国のものにはその習性の面白いものがあり，テスタセラは地中に棲み，ミミズを食用とする
し，小亜細亜のダウデビ汐ジアは電気を発する．フランスではある種のマイマイを養殖して人間の
食用に供している．日本でも戦争中食用のために，大きいアフリカマイマイを合湾や琉球に輸入し
たそうで，奄美大島では今日この種類によって植物を害せられて弱っている．
　陸産員で大きいのはアフリカマイマイで最高が20糎もあり，日本の種類では土佐の山間部にも多
いアワマイマイで短径が７糎に達するものかある．小さいのはベニゴマオカタニシで，横倉山等の
高い処の土中に棲み，殼高２粍位である.
34.シイボルトミミズ　Ｐｈｅｒｅtinia ｓiebold･i（ＨＯＲＳＴ）
　　環形動物門，貧毛綱，.新貧毛目ノフ斗ミミズ科
．明治16年(1883)にドイツのシイボルトが日本から持ち帰ったもので，その名が付けられてい
る．明治31年に五島清太郎，畑井新喜司両博士が日本産のミミズ類の調査を行った際に，日本中何
処を探してもこれが入手出来ないので，これはシイボルトが日本産としたのは恐らく誤であって，
彼がドイッヘの帰途印度あたりで採集したもIのであろうと考えられていた．
　ところが昭和５年の秋に畑井博士か高知に来て，私か幡多の沖ノ島の徳法寺め裏山でとって貯蔵
し七いた２個体の標本を見て，とのミミズの日本にいることを知り，これで半世紀に亘っての謎が
とけたといって喜んだことであった．土佐ではこのミミズは到る処の山地の湿地に多く，30糎をこ
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す程も大差いものがある．一般にカンタロウミミズと呼ばれていて，色は帯紫赤色でギラギラ光う
ている．今ではこれは九州や，中国地方にもいることが知られている．このことは昭和６年の駄物
学雑誌の260頁にのちている.
35.バンクロフト氏糸状虫（住血糸状虫）χ?／ｕｃｈｅｒｅｒia　ｂａｎｃｒofti（ＣＯＢＢＯＬＤ）
　　線形動物門，線虫綱，真線虫目，糸状虫科　　　　　　　／
　体は細長い糸状で頚部が明らかに区別される．雄は長さ約40粍で白色，雌は76～90粍で白色ない
し褐色を呈する．人体の血管，淋巴管，淋巴腺に寄生して疾患を起し，象皮病もこれによって起る
･もので，種々の種類の蚊によって伝播される．熱帯，亜熱帯に比く分布する．日本では鹿児島県に
最も多く，土佐では幡多の鵜来島で知られている.
36.肺蔵ジス汀マ　Par,昭oniinus zve∫termどmii (KERBERT)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l扁形動物門，吸虫綱，前口目，住血吸虫科
　全長7～16粍の吸虫で，人間の肺に寄生し，肺結核のような症状を皇する．第１中間宿主はカワ
ニナ（ゴオナ），第２中間宿主はモクズガエ（ズガエ），サワガ≒等の淡水の小ガユ類である．
　土佐ではズガユを食用にする処力k多いので，日本中でも有名ね肺蔵ジストマ国であることはあま
り名誉なことではない．これもよく煮て食べるなら平気であるのに，焼くと脚の先なんかが充分に
焼けていないことがあるし，カニ味噌どか云って生で食べるのは最も危険である．また小川の水の
中にはカニの脱皮の時等にその幼虫か出ていることがあるので，その水を口に入れることもあぶな
いI.
37.珊瑚虫類
　　腔腸動物門，花虫綱
　土佐は暖かいので南洋の珊瑚礁をつくる造礁珊瑚虫類が海岸に多い．幡多の柏島，沖ノ島，千尋
岬方面に多いキクメイシ，クサビライシ，ハマサンゴ，スリバチサンゴ等は皆このような珊瑚虫類
の群体である．白，赤，桃の貴重珊瑚は岸辺から離れた水深数十ないし数百米の処にある岩礁に付
着しているもので，細工物にするのはその群体の共同骨格である．一番浅いところにシロサンゴ
Ｃｏｒalliｕ。１ｋｏｎｏｉｏｉＫｌｓＨＩＮＯＵＹＥ･中間にアカサンゴＣ. ｉａｐｏｎｉｃｕｔｎKiSHINOUYE,最も深い
処にモモイロサンゴＣ，ｅｌａtinｓ ＲＩＤＬＥＹがいる．深い処は水温が低くて成長がおそいので，質が
ち密であるから桃色が一番良質であり，桃色の中の肉色を帯びたものはボケといって最良品とせら
れている．
　サンゴの卵は春夏の候に成熟する．乳白色不透明のもので，その腔腸内で精子によって受精され
る．そして，しばらくそこで発育し，秋になってロから外海に出て適当な岩礁に付着して個員を殖
やし，樹木のように成長する．水温の高い，流れの速い，永の清澄な暖流区域であることがこの虫
の生活には必要条件であって，場所さえよければ桃色では高さ１米，骨格の直径６糎，重量22.8a
　（６貫目）にもなることが知られている.　　　　　　　　　．
38.偕老同穴
　　海綿動物門，無石灰海綿綱，六校海綿目，カイロウドウケツ科
　深海に産し，土佐では冬の機船底引網でオウエンカイロフウドウケツＪＬｕｐｌｅｃtella･ｏｖｏｅｎｉ
ＨＥＲＫＬＯＴs＆ＭＡＲsＨＡＬＬの破損しない完全に近いものも稀に揚げられる．これの産地は相模灘
から朝鮮海峡，フィリピン近海にかけてである．この動物の胃腔内にはカイロウドウケツエビとい
う小エビの夫婦が仲よく生活しているので有名であって，地方によっては縁起のよいものと,して，
結婚の結納の際に用いる．しかし，完全なものかどうかをよく確めておかないと，一部が破れてエ
ビは一匹だけしか残ってなかったり，或は全然いないものもあるので，これでは却って縁起の悪い
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ことになる．また土佐沖からも稀にとれるヤマ’トカイロウドウケツには完全なものでも別種の小エ
ビが１匹だけしか共棲していないので，これも注意しなくてはならない．
　土佐では古くから結納の際にはシイラ（ﾉｸ々ビ牛，トウヒャク）を用いるのはさすがに魚の国で
ある．シイラめ雌雄は頭の格恰ですぐわかるもので．頭の上部か出張っているのが雄である．これ
は海の表層に棲む美しい魚であって，夫婦か仲よく連れだっていることが多いからである．しかも
幾組かの雌雄か集って大きい群をして仲睦じく游ぎまわっていて，トウヒャクとは十も百もの意味
であり，クマビキは９万匹の意味であると云われている.
39.竜河洞内の洞窟動物
　竜河洞が史蹟として，また地質学上から天然記念物に指定されたのは昭昭９年12月28日で，動物
がこれに追加せられたのは昭和23年７月（日は確でない）である．洞内の動物としては哺乳類のコ
ウモリ（キクガシラとユビナガが大部分）の外に下等の環形動物，軟体動物，節足動物等沢山の洞
窟特有のものが棲んでいる．その種類に就いては前高知女子大学石川ｍ治郎氏の調査かおる．先年
観光のために電線が引きこまれたことは,’洞内の動物の様相を一変することは明らかであって，こ
の点，われわれ生物を研究している者としては遺憾にたえない．
(1959年４月１日受理)
